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大麻の普及や日常化が進み、今後邦人滞在者間

で大麻使用者が増加する可能性が懸念される

結果となった。 
日本での大麻使用経験者数及び大麻取締法

違反による検挙人員は、近年増え続けている。

例えば平成 30 年における大麻取締法違反の検

挙人員は 3,762 名であり、これは過去最多記録

となっている。大麻使用者が増加する背景には

以下の要因が関係していると考えられる。 
1) 大麻の入手機会の変化である。嶋根らの研究

によれば、大麻使用に誘われる機会は確実に

増加しており、2019 年調査では、大麻使用

に誘われた経験を持つ一般住民は、全体の

3.4%（男性 4.4%、女性 2.5%）である。これ

は 1995 年からの 20 年以上におよぶモニタ

リング期間中で最も高い値である。こうした

入手機会の増加が、使用者増加の背景の一つ

として考えられる。 
2) 大麻使用に対する意識の変化である。大麻使

用を肯定する考えが、若年層や米国やカナダ

など嗜好目的での大麻使用が合法化されて

いる国に渡航経験のある人々の間で広がり

つつある。嶋根らの研究によれば、大麻を使

うことに対しては、9 割以上の一般住民が

「使うべきではない」と考えている一方で、

「少しなら構わない」あるいは「個人の自由」

と考える者が増加している。大麻使用を肯定

する考えは、特に 20 代において広がってい

る（約 5%）。2023 年 2 月の時点でアメリカ

26 州及びカナダにおいて、嗜好目的での大

麻使用が認められている。こうした大麻使用

に関する政策が日本の若年層に影響を与え

ていると思われる。 
3) 近年の危険ドラッグ規制により、今まで危険

ドラッグを使用していた者が大麻の使用に

転向した可能性である。嶋根らの研究によれ

ば、アンダーグラウンド化した危険ドラッグ

を探し、インターネット上をさまよい続けて

いる者もいれば、規制強化を契機に薬物使用

を中止した者もいる。また、危険ドラッグか

ら依存対象を他の物質に切り替えた者もい

る。大麻使用者の増加の背景には、危険ドラ

ッグ・ブームの終息が何らかの影響を与えて

いる可能性は否定できない。 
 
E. 結論 

現在、日本で一般住民の間で最も使われている

のは大麻であり、生涯経験者数は約 161 万人、

過去 1 年経験者数は約 9 万人と推計されている。

本研究はいまだ量的調査の準備中であるが、今

後アメリカに滞在している日本人を対象にし

た量的調査を通じて、薬物使用の最新動向を把

握することが本研究の目的であり、研究結果を

もとに今後大麻使用・乱用予防のためプログラ

ムを考察することが最終目的である。 
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